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1 .  出題 趣旨  

 主 た る 論 点 は ， 手 続 き 違 反 の 違 法 取 得 自 己 株 式 の 効 力 と 具

体的 法令 違 反に 基づ く取 締 役の 任務 懈怠 責 任の 2 つで ある 。  

 前 者 は 通 説 的 な 立 場 に よ る と 相 対 的 無 効 説 の 立 場 を 前 提 に ，

Ａ が 善 意 か 悪 意 か を 検 討 す る こ と に よ り 効 力 を 判 断 す る こ と

に な る 。 違 反 が 重 大 で あ れ ば 常 に 無 効 と す る 立 場 か ら ， 効 力

を論 じて も よい 。  

後 者 に つ い て は 具 体 的 法 令 違 反 が あ っ た 場 合 の 取 締 役 の

423 条 責任 を 正し く論 じて い るか が問 われ る 。  

 

 

2 .  採点 実感  

正 し く 理 解 で き て い る 答 案 と ま っ た く 論 点 を 理 解 し て い

ない 答案 と で二 極化 され て いる との 印象 を 受け た。  

 

 

3 .  学習 方法  

 教 科 書 を 何 度 も 読 ん で 条 文 を 正 し く 理 解 す る こ と が 必 要 で

ある 。  

 


